
 

 

  

本年度の学校評価 

 

 

 

 

 

 

地域をつくる中央っ子 １月２０日（土）土曜授業 

 

 

 １２月に後期学校評価を実施しました。前期と後期を比べ

て、本年度の成果と課題を基に、次年度の学校経営を構想して

いきます。全体を通して明らかになったことは、充実した取組

をすることで、「あまりできていない」と回答する子供や保護

者は減少するということです。特に、子供の自己評価「自分か

ら立ち止まってあいさつをする子」や「進んで外で運動する

子」は、学校でGood あいさつ運動や、スポコン（縄跳び）に 
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 １月２０日（土）に PTA おやじの会や地域の方々にご来校いただき、子供たちと共に次の活動を実施

しました。５年生は地域の方と「どのような地域をつくりたいか」というお題で熟議をしました。６年生

はもちつきを体験し、「ねばねばしていて、餅をつくのは難しい。がんばるしかなかったです。」と感想を

言っていました。人との関わりの中で、子供たちの思いが深くなっています。 

５年生と地域の方々との熟議 

PTAおやじの会による６年生の「もちつき」 

７月評価では、「あまりできていない」と評価した

子供は６％でした。そこで、子供たちには、「めざ

せ５％！８時１５分の登校時刻を守ろう。」と伝え

ました。 

取り組んだことが、「できた」という自信につながりました。しかし、大幅に「あまりできていな

い」の回答が増加した評価項目もありました。「２２時（低学年は２１時）までに寝て、登校時刻

を守る子」は、６％から１４％に増加しました。登校時刻（８時１５分）に間に合って、みんなで

朝の会を迎えることができるよう、お子様への声かけ等をお願いいたします。また、本年度の成果

と課題を基に、令和６年度の学校の教育目標と重点目標を設定します。評価の実施についてご理解

とご協力ありがとうございました。 

※ 成果指標「あまりできていない」10％未満です。前期・後期の「あまりできていない」と回答した割合を数字で示して

おります。矢印↓は、「あまりできていない」が減少、矢印↑は増加を意味します。 

５年生と地域の方々で熟議を実施 


